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■ RNA SHIELDER を使用した次世代シーケンス（NGS）実験データ 

 

RNA SHIELDER (+) 4℃保存、RNA SHIELDER (-) －80℃保存のサンプルから調製し

たものに対して次世代シーケンス解析を実施したところ、同等の結果が得られ、RNA 

SHIELDER で保存したサンプル RNA が、次世代シーケンス実験系において阻害なく使用で

きることが実証されました。 

 

【サンプル準備～シーケンスサンプル作製】 

 

実験に使用する totalRNA は、末梢血から一般的な抽出キット・精製キットを用い

て準備しました。サンプル RNA を RNA SHIELDER (＋)と(－)に分けた後、(＋)のサ

ンプルを 4℃で、(－)のサンプルを－80℃で 5 日間保存しました。この時点で RNA

の品質チェックを電気泳動によって実施しました。 

 

以下は、それぞれのサンプル RNA の電気泳動品質チェック結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RNA SHIELDER (+)のサンプル RNA は 4℃の冷蔵保存でも、リファレン

スの－80℃保存のサンプル RNA と比較して遜色ありません。 
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その後、それぞれのサンプル RNA から溶液一定量を採取し、iCubate 自動 PCR シ

ステムを用いて等量のRNAをテンプレートに逆転写および arm-PCRを実施すること

によってシーケンスサンプルを作製しました。この時点で増幅産物の品質チェックを

tapestation での電気泳動によって実施しました。 

以下は、それぞれの増幅産物の tapestation による泳動結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のSize 455 bp近傍のピークが目的の増幅産物です。RNA SHIELDER 

(+) の 4℃冷蔵保存サンプル由来の増幅産物は、リファレンスの－80℃

保存サンプル由来の増幅産物と比較して遜色ありません。 
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【次世代シーケンスによる解析結果】 

RNA SHIELDER によって 4℃保存されたサンプル RNA「RNA SHIELDR (+)」と

－80℃保存のサンプル RNA「RNA SHIELDER (－)」から、前述の流れでシーケンス

サンプルを調製し、ヒト TCR β の多様性解析を次世代シーケンスで実施したデータ

を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に示されるとおり RNA SHIELDER (+)の 4℃冷蔵保存サンプル

RNA からの解析結果は、リファレンスの－80℃保存サンプル RNA から

の解析結果と比較して遜色ありません。 

このことより、RNA SHIELDER で 4℃保存したサンプル RNA が、次世

代シーケンス実験系において阻害なく使用できることが実証されました。 


